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＜概要＞ 

人工知能やデータサイエンス等の浸透により、情報学以外の多くの分野で情報

教育の充実と高度化が求められている。実際に、ほとんどすべての専門分野に

おいて何らかの情報教育が行われており、新たな試みも始まっている。日本学

術会議の参照基準は、各学術分野の定義を与えその特性を述べており、各分野

で必要とされる情報教育に関する記述も含まれている。以上に加えて文部科学

省による各種の事業に関連して、各分野における情報教育の現状に関する調査

も進められている。以上の調査を通して、決して情報学分野のためではない情

報教育の重要性を確認し、それをもとに初等中等教育において求められる情報

教育について概観する。本講演は、日本学術会議情報科学技術教育分科会、情

報処理学会情報処理教育委員会、文部科学省の各種事業における活動をもとに

している。
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